
■館小中学校区 A-1 【地域のありたい姿と必要なこと】

地域住民の
得意分野を
生かす

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿

自然と共に思い出のあるまち（人とのつながりを大切にする）

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

地域の豊かな自然を前提に、人とのつながりを大切にしていく。新規転入者や若年層ともしっかり関係性を築くことで
地域の歴史やイベント等を次世代に継承していけるように。地域を知り、つながることが、地域への愛着醸成に必要。

（例）
・家庭菜園

など

教える/教えられる
場を提供する

想い

地域のイベントを
SNSで発信する

ホタル観察会を
開催する

警察のパトロール
を増やす

小・中学校
どうしの交流会

歴史の本を残す
(読んでいて
楽しいもの)

子育て
実態調査

高齢者対策
食事 買い物

人を信用できる
ような教育を

地域コミュニティ
近くの町と共催等
他の町のイベント
にも参加可能にする

（例）
・インスタ
グラム

町会の活動
を伝える

住民同士の
助け合い

学校の教材
にする

交通
ドコデモドア

自然の継承

来たくなる
町会活動

地域コミュニティ
交流 高齢

青少年



■館小中学校区 A-1 【地域のありたい姿と必要なこと】

地形が
コミュニティの
さまたげに
なっている

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

農業を持続
させる工夫
(地域の中で
援農など)

まち全体で
子供を育て
見守る

農地を活かした
仕事の創出

地域と学校
協力連携

地域で大事に
している集まり
子供への伝承

学校が違うと
コミュニティが

変わる

平等な教育を
受けていない？

知識のベースが
みんな違う

交通

情報発信

インスタグラム
（SNS）で
広報する

人間関係が
できていない
ので子どもを
預けづらい

館小中を
選ぶ子どもが
少ない？

文化の継承
・どんと焼き
・夏まつり

歴史を残す

発信が弱い
(地域イベント)

お茶・軽食を
とりながら
話をきくと
おもしろい

聞くだけでは
分からない

地域への
愛着・知識
がつく

マンネリ化して
しまっている

(地域のイベント)

中学生→小学生
高校生→中学生
大学生→高校生
社会人→大学生
それぞれ教える

活動の輪が
広がらない

地域のイベント
に親子が参加
してくれない

多世代交流

地域
共有
意識

学びによる

伝統・歴史
学校教育

裏を返すと
隣近所の関係が

まだ必要

イベント参加者
が毎回同じ
メンバー

ボランティアに
参加する人が

少ない

今ある自然の
継承

ホタル観察
カワセミ観察
フクロウ観察

等々

今のまま自然を
こわさない

生活をすること
共用通路の
維持管理を
主体的に

（警察の）
パトロールを

増やす

地域清掃
環境整備

歴史ある行事
イベントを
大事に

隣近所を
思いやる行動

高齢者がいき
いき暮せる町

子供の見守り等
に積極的に参加

地域コミュニティ
子育て

環境

人材活用

ドラえもんを
置いておく
（何個か）

どこでもドア!!

同じことを
教えても

異なる捉え方


